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新
教
育
委
員
会
法
の

第
ご
十
四
国
会
で
通
過
し
ま
し

た
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
が
六

月
三
十
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
て

一
部
は
直
ち
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
が
全
部
の
施
行
は
十
月
一
目

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
は
普
通
「
新
教
育
委

員
会
法
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。我
が
国
の
教
育
委
員
会
法
は
昭

和
二
十
三
年
七
月
に
公
布
に
な

っ
て
、
そ
の
法
に
基
い
て
地
方

教
育
委
員
会
は
昭
和
二
十
七
年

十
一
月
よ
り
全
国
市
町
村
に
設

罎
さ
れ
て
今
日
に
及
ん
で
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。

新
教
育
委
員
会
法
に
よ
り
町
、

村
の
場
合
を
申
し
ま
す
と
、
今

ま
で
公
選
で
選
出
さ
れ
ま
し
た

教
育
委
員
は
今
か
ら
は
町
、
村

長
が
人
格
高
潔
で
教
育
、
学
術

交
化
に
関
し
識
見
を
有
す
る
者

の
申
か
ら
議
会
の
同
意
を
得
て

任
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。委
員
の
定
数
は
五
人
で
あ
り
ま

す
が
人
口
が
非
常
に
少
い
村
や

規
模
の
小
さ
い
即
ち
弱
小
町
村

で
は
三
人
で
も
よ
い
こ
と
に
な

‘

公
－
布
に
　
つ

っ
て
い
ま
す
。
然
し
こ
の
三
人

の
委
員
制
は
ど
こ
ま
で
も
例
外

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
長
は
委
員
の
中
か
ら
教
育

長
と
し
て
適
任
で
あ
る
教
育
行

政
に
も
練
逮
の
者
を
委
員
会
が

任
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
従
っ
て
委
員
の
中
に
教
育

長
に
適
任
者
を
含
め
て
お
く
の
．

で
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
の
教
育
委
員
会
は
教
育
　

の
予
算
案
を
作
っ
て
町
村
長
に
…

送
附
し
て
い
ま
し
た
が
こ
れ
は

廃
さ
れ
ま
し
て
町
村
長
が
委
員

■
会
の
意
見
を
き
い
て
編
成
す
る
、

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

村
内
の
先
生
方
の
任
免
は
今
ま

で
町
、
村
の
教
育
委
員
会
で
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
任
命
が

県
に
移
り
ま
し
た
。
然
し
先
生

万
の
身
分
は
従
前
通
り
町
村
に

あ
り
ま
す
の
で
先
生
方
の
研
究

や
児
童
、
生
徒
の
教
育
の
事
な
、

ど
は
今
ま
で
通
り
町
、
村
の
教

育
委
員
会
の
仕
事
で
あ
り
ま

す
。今
ま
で
は
文
部
大
臣
や
県
教
育

委
員
会
は
地
方
の
教
育
委
員
会

に
指
導
や
助
言
す
る
道
が
開
け

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
新
法
に

い
　
て

よ
り
ま
す
と
そ
の
道
が
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
外
に
も
改
め
ら
れ
た
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
が
新
教
育
委
員

会
法
の
主
眼
と
す
る
と
こ
ろ

は
、
　
一
、
教
育
の
政
治
的
中
立
と
．

　
　
教
育
行
政
の
安
定
を
確
保

　
　
す
る
。

　
二
、
教
育
行
政
と
一
般
行
政

　
　
と
の
調
和
を
と
る
。

　
三
、
教
育
行
政
に
於
け
る
国

　
　
県
及
び
市
、
町
、
村
の
連

　
　
係
を
密
に
す
る
。

こ
の
三
大
主
眼
に
よ
っ
て
制
定

さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
本
村
の
教
育
委
員
会
が
新

教
育
委
員
会
法
の
真
精
神
に
も

と
づ
い
て
組
織
さ
れ
運
営
さ
れ

て
本
村
の
教
育
が
進
展
す
る
よ

う
に
祈
念
い
た
し
ま
す
。

本
年
産
米
の
予
約
売
渡
し

i
申
込
み
を
急
ぎ
ま
し
よ
う
一

今
秋
生
産
さ
れ
る
米
の
政
府
へ
…

の
予
約
売
渡
し
申
込
が
六
月
十
　

八
日
か
ら
初
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
本
村
の
米
穀
売
渡
し
「

推
進
協
議
会
に
於
て
も
七
月
十
…

三
日
各
部
落
別
の
目
標
数
量
を
．

指
示
し
ま
し
た
が
予
約
売
渡
』

の
条
件
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
「

い
ま
す
か
ら
御
了
承
の
上
早
目
　

に
農
協
を
経
て
申
込
み
ま
し
よ
…

う
・
　
　
　
　
　
　
…

－
、
予
約
申
込
期
間
　
　
…

　
六
月
十
八
日
か
ら
八
月
十
日
．

　
ま
で

2
、
予
約
申
込
目
標
数
量

　
東
郷
農
協
管
内

　
　
一
、
一
五
〇
石

昌一

ﾟ
一
≡
≡
≡
一
一
一
一
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≡
一
≡
葦
一
一
≡
一
≡
一
≡
一
茎
一
一
≡
一
一
一
一
＝
≡
≡
一
一
≡
≡
一
一
毎
≡
躍
一
重
一
≡
一
＝
一
＝
冨
一
≡
一
≡
一
冒
一
一
≡
三
＝
≡
一
毒
一
一
一
≡
≡
≡
一
≡
一
＝
≡
一

村
県
民
税
納
入
状
呪
報
告

　
　
－
納
税
率
村
平
均
六
六
・
三
％
1

昭
和
三
十
一
年
度
第
一
期
村
県

民
税
の
納
入
期
日
は
六
月
三
十

日
で
あ
り
ま
し
た
が
区
長
さ
ん
一

の
献
身
的
な
御
努
力
と
村
民
各
．

位
の
御
協
力
に
よ
り

良
好
な
納
入
成
績
を
、

得
ま
し
た
こ
と
に
感
．

掻
い
た
し
ま
す
と
共

に
一
部
滞
納
者
の
方

に
対
し
て
は
一
日
も
…

早
く
納
入
下
さ
い
ま
　

す
よ
う
に
お
願
い
申
．

し
ま
す
。

七
月
十
日
現
在
各
部

落
別
納
入
成
績
は
次

の
と
お
り
で
あ
り
ま
．

す
。

一
位
一
田
野

　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
〇

二
位
－
迫
野
内

　
　
　
　
　
　
九
二
、
五

三
位
－
寺
　
迫

　
　
　
　
　
　
八
七
、
三

四
位
－
下
渡
川

　
　
　
　
　
　
八
三
、
三

五
位
一
小
野
田

　
　
　
　
　
　
七
九
、
〇

六
位
－
八
重
原

　
　
　
　
　
　
七
八
、
四

七
位
一
鶴
野
内

八
位
－
越

九
位
－
仲

十
位
一
心

十
一
位
一
坪

十
二
位
－
羽

十
三
位
－
瀬

七
五
、
三

表六
七
、
一

瀬六
四
、
七

瀬五
〇
、
八

潮三
八
、
五

坂三
八
、
四

平三
六
、
四

　
　
　
一
、
三
一
二
石
．

　
　
　
　
　
　
　
（
努
力
目
標
）

　
寺
迫
農
協
管
内

　
　
三
五
〇
石

　
　
四
〇
神
石
（
努
力
目
標
）

3
、
買
入
価
格
（
石
当
）

　
㈲
三
等
基
準
価
格

　
　
裸
　
価
格

　
　
　
　
　
九
、
四
九
五
円

　
　
予
約
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
円

　
　
歩
留
格
差

　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
円

　
　
包
装
，
費

　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
円

　
　
　
　
　
　
　
（
新
二
重
俵
）

　
　
　
（
新
駄
の
場
合
は
二
〇
〇
・

　
　
円
）

　
　
計
　
一
〇
、
〇
七
〇
円

　
同
等
約
に
よ
る
格
差
（
石
当
）

　
　
一
等
米
と
二
等
米

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
円

　
　
二
等
米
と
三
等
米

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
円
…

　
　
三
等
米
と
四
等
米

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
円
．

　
　
四
等
米
と
五
等
米

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
円
「

　
㈲
早
期
売
渡
し
の
加
算
額

　
　
　
（
配
当
）

　
　
十
月
一
日
ま
で
八
○
○
円
、

　
　
十
月
十
日
ま
で
六
〇
〇
円

　
　
十
月
二
十
日
迄
四
〇
〇
円
．

　
　
十
月
三
十
一
日
ま
で
二
〇

　
　
〇
円

「
4
、
概
算
払

　
、
期
限
内
に
売
渡
し
申
込
を
し

　
比
生
産
者
に
対
し
政
府
は
一

　
石
に
つ
き
二
、
○
O
O
円
宛
　
　
政
府
は
生
産
者
が
売
渡
し
契

　
の
概
算
払
を
農
協
を
通
し
て
・
　
約
を
誠
実
に
履
行
し
な
い
と

す
ぐ
支
払
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
認
め
る
と
き
は
玄
米
換
算
石

5
、
引
渡
し
期
限
　
　
　
　
　
　
当
り
＝
一
五
円
の
違
約
金
を

　
昭
和
三
十
二
年
一
月
三
十
一
　
徴
収
し
ま
す
。

　
日
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
政
府
は
現
行
食
糧
管
理
法
の
下

　
期
限
内
に
米
を
政
府
に
売
渡
に
事
前
売
渡
申
込
制
を
と
り
生

　
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
産
農
家
の
自
主
的
売
渡
申
込
に

　
は
概
算
金
と
概
箕
金
支
払
票
大
き
な
期
待
を
掛
け
て
い
ま
す

　
発
行
日
の
翌
日
か
ら
日
歩
二
一
の
で
本
年
の
作
柄
を
平
年
作
と

　
曳
五
厘
の
割
合
で
計
算
し
た
．
見
て
七
月
末
日
ま
で
に
は
予
約

　
額
を
加
え
て
返
納
し
な
け
れ
申
込
を
完
了
す
る
よ
う
に
致
し

　
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
ま
し
よ
う
。

6
、
違
約
金
の
徴
収
．

　
　
　
重
日
≡
≡
＝
一
三
≡
一
一
一
一
一
一
＝
≡
3
≡
一
≡
翼
■
富
幽
■
一
≡
≡
；
一
一
一
一
一
噂
≡
■
曽
一
§
隔
≡
一
一
≡
§
≡
一
一
＝
＝
置

　
　
　
…
参
議
選
の
結
果
に
つ
い
て
…

　
　
　
」
≡
≡
”
≡
呂
≡
・
零
冨
二
巴
二
二
≡
≡
8
≡
一
一
3
一
■
二
一
■
昌
昌
ヨ
≡
二
一
・
3
一
，
冨
≡
一
≡
一
≡
冒
「
二
一
塾
剛

七
月
八
日
執
行
の
参
議
院
議
員
、
尚
全
国
区
関
係
の
各
候
裕
者
の

通
常
選
挙
の
結
果
を
お
知
ら
せ
…
得
票
数
に
つ
い
て
は
紙
面
の
関

一
致
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
一
係
で
省
き
ま
す
。

　
投
票
の
朕
況

計
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一
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四二五九三八一二七〇一六 位

開
票
の
結
果

投
票
総
数

内
無
効

有
効
投
票

四
、
六
五
八
票

　
　
一
〇
四
票

四
、
五
五
四
票

　
各
候
補
者
の
得
票
数

　
　
　
　
　
　
　
（
地
方
区
）

目
高
　
　
魁
　
　
　
　
四
八
票

三
輪
　
貞
治
　
　
　
九
三
五
票

蒲
　
　
宏
　
　
一
四
七
票

投
票
総
数

　内

ｳ
効

一
有
効
投
票

一五六
二三五
八○八
票票二

河平牧
野島

孔敏
明夫誠

　、　　、
　　　　　ニゆ　　

ニノ、二
九九三
＿』　一　團』
ノへ　ノへ

票票票

読
郷
村
選
挙
管
理
委
員
会

．
藩山
陰
派
出
所
便
り

防
犯
便

◎
農
藥
に
よ
る
自
殺

農
薬
の
使
用
時
期
に
な
り
ま
し

た
昨
年
は
農
薬
に
よ
る
事
故
が

四
八
件
で
、
こ
の
う
ち
自
殺
三

一
名
自
殺
以
外
の
死
亡
四
名
と

り

な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
は
五
月

初
に
も
う
農
薬
で
自
殺
し
た
も

の
が
一
三
名
い
ま
す
こ
の
原
因

は
左
記
に
よ
る
も
の
が
多
い
の

で
皆
さ
ん
よ
く
守
っ
て
下
さ

い
。

一
、
農
薬
は
技
術
職
員
の
指
導

　
の
下
に
使
用
し
て
下
さ
い
。

二
、
法
で
足
め
た
人
で
な
い
と

　
農
薬
は
使
用
す
る
こ
と
が
出

　
来
ま
せ
ん
。

三
、
農
作
物
の
害
虫
防
除
以
外

　
に
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
ま

　
せ
ん
。

四
、
農
薬
は
法
で
定
め
た
人
望

　
外
は
持
っ
て
い
る
こ
と
が
出

　
来
ま
せ
ん
。

五
、
使
用
後
の
残
量
は
法
で
足

　
め
ら
れ
た
人
が
保
管
す
る
こ

　
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
個

　
人
で
持
ち
帰
る
こ
と
は
違
反

　
に
な
り
ま
す
。

◎
被
害
に
か
か
っ
た
と

　
き
は
現
場
を
そ
の
ま

　
ま
に
し
て
早
目
に
お

　
届
け
下
さ
い
。

管
内
に
お
け
る
犯
罪
は
椎
葉
渡

川
発
電
所
の
完
成
に
よ
っ
て
大

分
減
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
そ
・

二
等
は
依
然
あ
と
を
た
た
ず
毎

日
数
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

犯
罪
の
予
防
に
つ
い
て
は
色
々

あ
り
ま
す
が
犯
人
を
早
く
捕
え
．

る
事
が
最
も
大
切
で
す
。
犯
人

を
捜
す
に
は
必
ず
犯
罪
の
現
場
…

か
ら
は
じ
め
ま
す
現
場
に
は
誠
」

拠
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
も
し
発
生
し
た
時
は

事
件
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
早

目
に
最
寄
り
の
派
出
所
駐
在
所

に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
届
け
が
早
い
と
犯
人
も
捕
え

　
や
す
く

　
被
害
の
品
も
薩
ち
に
取
り
も

　
ど
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
曜

郷
土
の
”
日
常
語
”
解
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海

ム
チ
ン
チ
ク
ン
リ

　
　
　
こ
　
び
と

意
…
…
小
人
。
一
寸
法
師
。
…

解
…
…
交
明
年
代
、
狂
歌
書

　
画
に
秀
で
、
後
花
園
帝
か
．

　
ら
紫
衣
を
賜
わ
っ
た
位
の

　
　
一
休
禅
師
が
、
或
時
江
州
」

　
　
の
「
竹
林
寺
」
に
宿
っ
た

　
が
絃
の
住
持
は
背
丈
け
三

　
　
　
　
ち
　
ひ

　
尺
程
の
罎
小
な
人
だ
つ
た

　
振
舞
酒
に
酔
っ
た
一
休
は

　
立
っ
て
自
作
自
演
で
且
唄

　
　
い
且
踊
っ
て
曰
く
“
君
が

　
来
ぬ
と
て
枕
が
知
う
か
、

　
　
　
　
　
　
　
と
か

　
枕
な
投
げ
そ
、
替
は
な
し

　
　
チ
ク
リ
ン
、
チ
ク
リ
ン
、
．

　
ち
ん
ち
く
り
ん
”
云
々
と

一
つ
り
の
思
出

ふ
る
さ
と
の
日
向
の
山
の
荒
漢
の
流
清
う
し
て
鮎
多
く
棲
み
き

故
郷
の
漢
荒
く
し
て
砂
あ
ら
ず
岩
を
飛
び
飛
び
鮎
は
釣
り
に
き

　
　
、

幼
き
日
釣
り
に
し
鮎
の
う
つ
り
香
を
い
ま
て
の
ひ
ら
に
思
ひ
出
で
つ
も

瀬
の
水
は
ね
り
ぎ
ぬ
な
し
つ
日
に
透
き
て
輝
け
る
瀬
に
鮎
は
遊
び
き

心

血蝕
山

㊥
◎
⑧
㊥

ー
バ
イ
菌
は
食
べ
も
の
を
通
じ
て

　
あ
な
た
を
ね
ら
っ
て
い
る
一

い
よ
い
よ
農
繁
期
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
時
朗
に
な
る

と
、
働
く
こ
と
し
か
考
え
な
い

で
、
炊
事
場
と
か
、
食
べ
も
の

の
衛
生
に
つ
い
て
は
無
頓
着
に

な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
暑
さ
や

疲
れ
の
た
め
生
水
を
飲
ん
だ

り
、
寝
冷
え
を
し
た
り
し
て
病

気
に
か
～
り
ゃ
す
く
な
り
ま

す
。
私
た
ち
の
こ
の
よ
う
な
ス

キ
を
ね
ら
っ
て
、
バ
イ
菌
は
、

ネ
ズ
ミ
、
ハ
エ
、
蚊
な
ど
を
と

お
し
て
食
べ
も
の
に
入
り
こ
み

繁
殖
し
、
赤
痢
や
日
本
脳
炎
な

ど
の
伝
染
病
の
原
因
を
つ
く
り

ま
す
。
ま
た
食
中
毒
な
ど
で
健

康
を
害
し
、
あ
る
い
は
尊
い
生

命
ま
で
も
う
ば
わ
れ
る
と
い
う

悲
劇
が
お
こ
り
ま
す
。

バ
イ
菌
は
私
た
ち
の
手
、
指
、

食
器
、
衣
服
、
ネ
ズ
ミ
、
ハ
エ

等
の
体
に
つ
い
て
、
ま
た
ゴ

ミ
、
ホ
コ
リ
の
中
に
生
き
て
い

て
、
食
べ
も
の
と
一
緒
に
私
た
、

ち
の
口
か
ら
体
に
入
っ
て
赤
痢

や
食
中
毒
を
お
こ
さ
せ
る
と

い
う
お
そ
ろ
し
い
力
を
も
つ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
食
べ
も
の

の
衛
生
に
対
す
る
不
注
意
か

ら
、
つ
い
に
か
な
し
い
時
態
を

生
む
こ
と
拠
な
ザ
ま
す
か
ら
、
…

家
庭
の
主
婦
は
も
ち
ろ
ん
、
家

族
の
一
人
々
々
が
食
べ
も
の
の

衛
生
に
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ

て
下
さ
い
。

つ
ぎ
に
赤
痢
や
食
中
毒
を
防
止
．

す
る
た
め
に
、
食
べ
も
の
の
衛

生
は
ど
う
ず
れ
ば
よ
い
か
と
い
　
建
設
に
つ
と
め
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
．
⑥

野
　
　
実
　
　
門

雅
俗
こ
き
交
ぜ
に
、
寺
号

　
ち
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ん
ち
く

に
因
む
竹
の
一
種
「
珍
竹
」

を
一
異
常
な
庵
主
の

”
珍
”
に
利
か
し
た
即
吟

の
妙
趣
が
一
世
に
宣
布
さ

れ
自
然
玉
人
を
斯
く
呼
ぶ

に
至
っ
た
も
の
ら
し
。

一
簑
の
土

　
炊
事
場
や
家
庭
の
周
囲
か
ら

　
な
く
す
る
。

4
、
食
器
、
食
べ
も
の
は
十
分

　
加
熱
し
、
食
べ
も
の
は
な
る

　
べ
く
塩
や
砂
糖
な
ど
で
味
つ
・

　
け
を
濃
く
す
る
。

5
、
食
べ
も
の
は
新
鮮
な
も
の
．

　
を
え
ら
び
、
温
い
も
の
、
冷
．

　
い
も
の
を
同
じ
容
器
に
つ
め

　
合
わ
さ
ぬ
。

6
、
農
薬
、
殺
虫
殺
そ
剤
を
炊
．

　
事
場
に
お
く
こ
と
の
な
い
よ

　
う
、
ま
た
食
べ
も
の
と
混
同

　
し
な
い
こ
と
。
．

7
、
寝
冷
え
や
暴
飲
暴
食
す
る

　
こ
と
な
く
、
ま
た
生
水
を
の
．

　
ま
な
い
こ
と
。
　
　
　
　
…

．
以
上
の
こ
と
は
少
し
も
経
費
の
…

か
～
ら
ぬ
こ
と
で
皆
さ
ん
の
心
…

が
け
と
実
行
力
に
よ
っ
て
簡
単
…

に
で
き
る
事
で
す
。
　
　
　
　
｝

矯
蕪
黙
一
国

◇
近
頃
新
聞
や
雑
誌
で
「
わ
た

　
り
鳥
運
動
」
と
い
う
言
葉
が
‘

　
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ド

　
イ
ツ
の
「
ワ
ン
ダ
ー
フ
オ
ー

　
ゲ
ル
」
の
訳
で
あ
る
。

　
今
か
ら
四
十
年
ば
か
り
前
の

　
こ
と
第
一
次
欧
州
戦
争
の
際

　
ド
イ
ツ
は
連
合
軍
の
た
め
徹

　
底
的
に
や
っ
つ
け
ら
れ
て
再

　
建
は
覚
策
な
い
と
ま
で
思
わ

　
れ
た
の
だ
っ
た
が
。
時
の
ド

　
イ
ツ
婦
人
は
「
わ
れ
等
の
台

　
所
は
ベ
ル
リ
ン
に
通
ず
」
と

　
い
う
標
語
の
も
と
に
祖
国
再

う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
、

こ
と
に
し
ま
す
。

1
、
手
洗
い
消
毒
を
か
な
ら
ず
．

　
れ
い
行
ず
る
。

2
、
ネ
ズ
ミ
、
ハ
エ
、
蚊
の
駆
「

　
除
を
徹
底
実
行
す
る
。

3
、
残
飯
そ
の
他
の
不
潔
物
を

，

、

煽

翼
　
建
に
つ
と
め
、
青
年
達
は

　
「
渡
り
鳥
運
動
」
を
起
し
て

　
休
日
に
は
三
人
、
五
人
、
十

　
人
と
同
志
の
も
の
が
隊
を
組

　
み
て
戦
争
で
荒
れ
果
て
た
祖

　
国
の
山
野
を
破
し
よ
う
し

　
て
祖
国
再
建
の
熱
情
を
も
や

　
し
心
身
を
鍛
い
Q
祖
国
の
伝

　
統
を
知
り
美
を
探
っ
た
の
で

　
あ
る
。
こ
れ
が
ド
イ
ツ
国
民

　
全
体
の
復
興
精
神
を
作
興
し

　
十
年
を
出
で
ず
し
て
再
建
の

　
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

◇
我
が
国
は
敗
戦
後
十
年
よ
う

　
や
く
に
し
て
「
新
生
活
運

　
動
」
が
叫
ば
れ
て
生
活
の
合

　
理
化
が
は
か
ら
れ
て
い
る
が

　
ま
だ
ま
だ
対
岸
の
火
廓
位
に

　
し
か
考
え
ら
れ
な
い
で
人
事

　
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
人
も

　
あ
る
よ
う
だ
な
さ
け
な
い
こ

　
と
だ
。

◇
一
つ
若
き
青
年
達
よ
二
つ

　
℃
ド
イ
ツ
青
年
が
起
し
た

　
「
渡
り
鳥
運
動
」
の
真
精
神
を

　
お
互
の
生
活
の
中
に
生
し
て

　
祖
国
再
建
の
一
翼
を
担
う
こ

　
と
に
し
よ
う
で
は
な
い
か
。

9
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米
一
升
が
百
円
な
ら
ば
一
石
で

一
万
円
、
雷
撃
で
二
万
円
、
だ

か
ら
計
算
を
し
て
行
く
と
稲
作

り
の
仕
事
は
、
一
日
働
け
ば
五

百
円
位
の
日
当
が
も
ら
え
る
事

に
な
り
ま
す
。

う
ん
と
出
来
た
時
の
日
当
は
千

円
に
も
な
る
め
で
す
。

何
が
良
い
と
言
っ
て
も
一
応
は

こ
の
稲
作
り
を
、
や
っ
て
し
ま

っ
て
他
の
仕
事
に
か
～
る
の
が

農
業
経
営
の
大
切
な
や
り
方
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

「
そ
げ
な
こ
っ
し
よ
つ
ち
や
カ

カ
や
子
供
を
養
の
う
ち
行
け

ん
」そ
ん
な
肇
を
言
わ
ず
に
一
応
終

り
ま
で
読
ん
で
見
て
下
さ
い
。

養
う
の
は
米
で
養
わ
れ
る
の
は

人
閥
で
す
よ
。
そ
の
米
を
立
派

　
　
　
　
　
　
　
に
作
っ
て

隔
　
「

曲‘曲●曲●湘●幽∩
1
1r量「1巳L‘ll「「1《■llll△111「1血llIII‘lll「1‘Ili：1‘Ill

す
。

七月の稻の手入れの中で
月
白
の
損
に

，
な
る
も
の

脚
で
し
よ
う

，
か
・刷
螺
附

ノIllμ「P圏1！1，1，lal置8眠

つ
と
一

息
、
さ
の

ぼ
り
じ
ゃ

病
析
念
じ

ゃ
、
農
家

に
も
こ
ん

な
息
抜
き

は
大
切
す

ぎ
る
程
大

切
な
ん
で

す
。だ
が
そ
の

す
ぐ
百
円
位
は
ね
上
る
の
だ
か

ら
や
は
り
頭
を
使
っ
た
農
業
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

1
栄
養
失
調
に
な
ら
な

　
仏
中
に
養
わ
な
い
と

　
稲
は
■
病
人
に
な
る

　
と
い
う
こ
と

「
こ
や
し
が
切
れ
た
、
さ
あ
追

肥
だ
」

す
。
と
こ
ろ
が
、

「
カ
リ
肥
料
は
ち
っ
と
も
効
か

ん
」こ
う
言
う
人
が
有
り
ま
す
。
そ

れ
も
無
理
は
な
い
の
で
す
カ
リ

肥
料
を
使
っ
て
も
葉
の
色
は
出

な
い
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ

う
で
な
く
本
当
に
効
い
て
居
な

い
様
な
カ
リ
の
使
い
方
を
し
て

居
る
人
が
居
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
で
は
い
け
ま
せ
一
日
目
は
カ
リ
は
使
っ
た
が
や
つ

れ
ば
収
量
・
少
く
す
・
大
壷
イ
モ
チ
は
針
で
押
し
藻
な
点

原
因
に
な
り
ま
す
。

ん
。
「
も
う
こ
や
し
が
切
れ
そ
う
だ

か
ら
少
し
追
肥
を
し
て
や
ろ

う
」
、
と
言
う
様
な
事
で
葉
色

が
苗
圃
に
な
ら
な
い
中
に
追
肥

と
し
て
や
る
事
が
大
切
で
す
。

特
に
温
度
の
高
い
此
の
地
方
で

は
根
を
丈
夫
に
育
て
る
事
が
必

要
で
、
栄
養
失
調
に
成
っ
た
稲

は
、
地
の
中
の
根
迄
弱
り
ま
す

か
ら
今
度
は
一
度
に
追
肥
し
て

も
効
果
が
出
な
い
ば
か
り
か
、

根
腐
れ
や
其
の
他
の
病
気
迄
引

き
起
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。「
ど
う
も
チ
ッ
ソ
の
追
肥
を
す

れ
ば
穂
断
れ
が
し
て
か
な
わ

ん
」繍
雪
融
鶴
駆
鍾

肥
料
で
す
、
し
か
し
足
り
な
け
一

ば
り
稲
が
軟
く
て
い
か
ん
と
卜

わ
れ
る
人
達
が
も
う
一
度
者
え

て
戴
き
度
い
事
で
有
り
ま
す
。

こ
れ
を
一
口
に
調
え
ば

カ
リ
肥
料
を
使
っ
て
も
、
い
つ

も
深
水
と
し
て
居
る
の
で
は
カ

リ
の
効
果
が
出
な
い
と
言
う
事

で
す
。

さ
あ
、
一
応
考
え
て
戴
い
て
以

上
の
様
な
事
に
気
を
配
り
乍
ら

栄
養
失
調
の
稲
を
作
ら
な
い
様

に
気
を
つ
け
て
追
肥
を
早
目
に

や
っ
て
下
さ
い
。

尊
い
追
肥
は
大
変
良
い
が
七
月

末
頃
の
追
肥
は
、
無
効
分
け
つ

を
増
す
だ
け
の
事
に
な
る
場
合

が
多
い
の
で
す
。

2
イ
モ
チ
の
元
気
が
今

　
年
は
大
変
艮
い
と
言

　
う
窮

と
こ
ろ
が
「
暴
を
反
当
り
互
で
出
て
来
、
場
ム
．
響
の
ヒ
シ

百
匁
か
一
貫
匁
叉
は
硫
安
を
反

当
り
一
貫
匁
か
ら
二
貫
匁
使
っ

た
ら
良
い
で
し
ょ
う
し
、
こ
う

聾
唖
継
継
煙
砂
糞
麗

日
間
に
「
亘
言
つ
と
そ
の
通
り
に
追
肥
を
す

♂巳811圏，1

肥
料
が
不
足
し
て
は
居
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
分
け
つ
が

足
り
な
い
1
穂
が
足
り
な
い
一

玄
米
が
す
く
な
い
。
終
り
に
は

秋
落
ち
し
て
し
ま
い
ま
す
。

病
気
は
ど
う
で
す
。
虫
は
ど
う

で
し
ょ
う
。

病
気
や
虫
で
鷹
を
枯
ら
す
一
斗

の
体
が
弱
く
な
る
1
穂
が
小
さ

く
穂
数
が
足
り
な
い
一
収
量
が

落
ち
る
そ
の
上
肥
料
を
や
る
と

尚
病
気
が
出
そ
う
で
肥
料
も
使

え
な
い
、
だ
か
ら
秋
落
ち
し
て

し
ま
う
。

同
じ
仕
事
を
し
て
も
大
切
な
事

柄
や
時
期
を
知
っ
て
居
て
適
当
、

な
仕
事
を
す
れ
ば
そ
の
事
が
す

ぐ
報
い
ら
れ
て
一
日
の
手
当
が

て
居
る
一
の
量
が
少
い
と
使
い
に
く
し
て

か
、
忘
れ
…
い
か
ん
」
、
こ
う
言
う
こ
と
に

て
居
て
は
な
っ
て
使
い
す
ぎ
る
人
が
多
い

大
変
で
の
で
イ
モ
チ
が
出
て
来
る
原
因

　
　
　
　
一
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
又
追
肥
を
し
て
排
水
口
か
ら
は

　
　
　
　
ど
ん
ど
ん
田
の
水
を
流
し
出
し

　
　
　
　
て
居
る
人
を
良
く
見
受
け
ま
す

　
　
　
　
｝
が
、
こ
れ
も
又
大
変
な
損
を
し

　
　
　
　
｝
て
居
る
事
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
．
こ
の
票
は
カ
リ
肥
料
に
も
言
え

　
　
　
　
一

　
　
　
　
る
事
で
す
。

　
　
　
　
カ
リ
肥
料
は
チ
ッ
ソ
肥
料
が
体

　
　
　
　
を
大
き
く
太
ら
し
て
呉
れ
る
の

　
　
　
　
に
比
べ
て
、
今
度
は
体
を
固
く

　
　
　
　
丈
夫
に
し
て
呉
れ
る
肥
料
で
す

　
　
　
　
か
ら
此
の
肥
料
を
充
分
に
使
え

　
　
　
　
ぱ
イ
モ
チ
や
ゴ
マ
ハ
ガ
レ
の
出

　
　
　
　
る
の
も
防
い
で
呉
れ
根
の
発
育

　
　
　
　
を
助
け
て
呉
れ
る
肥
料
で
是
非

　
　
　
　
使
っ
て
戴
き
度
い
肥
料
で
す
。

　
　
　
　
近
年
は
此
の
事
を
良
く
知
っ
て

　
　
　
　
戴
い
た
の
か
カ
リ
肥
料
を
使
う

　
　
　
　
人
が
多
く
な
っ
て
来
た
様
で

一
形
に
出
る
場
合
、
灰
色
で
形
は

あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な
い
か
又

は
ヒ
シ
形
に
出
る
場
合
と
、
三

ツ
の
形
に
出
て
来
ま
す
。
針
で

押
し
た
様
な
点
の
場
合
は
稲
の

体
が
丈
夫
で
稲
自
体
が
イ
モ
チ

を
防
い
で
居
る
の
で
す
。
褐
色

の
ヒ
シ
形
の
場
合
は
、
体
が
そ

う
強
く
な
く
て
イ
モ
チ
に
罹
っ

た
け
ど
ど
う
に
か
防
ぎ
な
が
ら

後
退
し
て
居
る
場
合
。
最
后
の

灰
色
に
出
る
イ
モ
チ
は
稲
の
体

が
弱
く
て
イ
モ
チ
の
思
う
ま
～

に
広
が
っ
て
居
る
訳
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
年
の
イ
モ
チ
は

最
後
の
型
が
大
変
多
く
て
こ
の

分
で
は
大
変
な
減
収
に
な
り
そ

う
で
す
。
良
く
見
廻
っ
て
イ
モ

チ
の
出
始
に
予
防
し
て
や
る
事

を
忘
れ
な
い
様
に
し
て
下
さ

い
。
早
く
予
防
を
す
れ
ば
イ
モ
チ
は

大
し
て
恐
ろ
し
い
も
の
で
は
有

り
ま
せ
ん
。

い
ろ
く
と
申
し
上
げ
ま
し
た

が
あ
ま
り
永
く
な
り
ま
す
の
で

こ
の
辺
で
一
応
打
切
り
ま
す

が
、
一
つ
今
年
は
五
百
円
の
日

当
が
百
円
で
も
昇
給
す
る
様
に

充
分
稲
を
育
て
て
見
よ
う
で
は

有
り
ま
せ
ん
か
。

〆

農
業
委
員
会
だ
よ
り

鞠
、
農
地
法
の
厳
守
に

　
つ
い
て

昨
年
か
ら
本
年
に
か
け
て
農
地

に
係
る
紛
争
が
非
常
に
多
く
委

員
会
は
既
に
二
十
一
回
に
亘
る

調
整
を
致
し
ま
し
た
が
遺
憾
な

こ
と
は
今
迄
取
扱
つ
た
紛
争
の

大
半
が
農
地
の
売
買
に
し
て
も

少
作
契
約
に
し
て
も
正
規
の
手

続
き
が
し
て
な
く
闇
の
取
引
で

あ
る
事
で
あ
り
ま
す
。

法
を
知
ら
な
い
者
に
対
し
て
は

親
切
に
手
を
執
っ
て
誤
り
を
正

し
紛
箏
を
円
満
に
解
決
す
る
事

も
勿
論
農
業
委
員
会
の
電
要
な

任
務
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
が
一

面
、
法
に
か
く
れ
た
行
為
を
安

易
に
取
扱
う
事
は
や
～
も
す
る

と
法
の
根
本
情
心
を
冒
漢
し
ひ

い
て
は
権
威
の
な
い
委
員
会
と

な
り
か
え
っ
て
闇
行
為
を
助
長

す
る
曜
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
正
規
の
小
作
契
約
や

売
買
手
続
き
を
履
行
し
て
頂
く

事
を
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

尚
今
後
こ
れ
ら
の
闇
契
約
の
紛

争
に
関
し
て
は
取
上
げ
な
い
の

み
で
な
く
場
合
に
よ
っ
て
は
法

に
よ
る
制
裁
も
已
む
を
得
な
い

灘
塁
砦
誕
㎝

い
申
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
・

二
、
小
作
契
約
書
の
書
｝

　
換
え
に
つ
い
て
　
　
…

昨
年
新
ら
し
い
小
作
料
が
決
定
一

致
し
ま
し
た
の
で
従
来
の
小
作
一

契
約
書
の
内
容
を
一
部
書
換
え

る
為
次
の
計
画
に
よ
り
部
落
に

出
張
致
し
ま
す
か
ら
当
日
は
関
一

係
者
洩
れ
な
く
参
集
下
さ
い
。
一

の
上
関
心
を
以
っ
て
こ
の
機
会

を
精
々
利
用
下
さ
る
様
お
す
～

め
い
た
し
ま
す
。

絡
蒙
に
つ
い
て
は
い
つ
れ
計
画

を
た
て
～
部
落
を
巡
回
い
た
し

ま
す
が
既
に
交
換
を
し
た
部
落

民
は
更
ら
に
も
う
一
度
実
施
し

て
貰
い
た
い
と
の
申
出
が
続
出

裸
鶉
鼎
灘
簾
一
計

々
計
爾
委
員
会
を
開
催
し
て
打

合
せ
を
致
し
ま
す
が
同
時
に
図

面
作
成
に
着
手
す
る
事
に
致
し

ま
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
似
通
う
田
畑
を
換
え
合
う
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
駄
な
労
力
畜
力
を

嚢
齪
灘
聾
誕
塑
よ
助
は
灘
磐
議
単

方
よ
姓
季
節
保
育
所
の
開
設

私
の
夏
休
み
の
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
は
、
先
生
の
話
し
ゃ
学
級
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
話
し
合
い
な
ど
を
ま
と
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
て
、
次
の
よ
う
な
「
夏
休
み
の

爾
当
日
は
闇
契
約
に
よ
る
小
作
…
計
画
」
を
作
り
あ
げ
・
こ
れ
を

に
つ
い
て
も
是
非
正
規
の
手
続
一
先
生
に
見
せ
た
ら
・
「
し
っ
か

に
よ
っ
て
契
約
書
を
取
交
さ
れ
｝
り
守
っ
て
や
っ
て
御
ら
ん
」
と

る
様
併
せ
て
事
務
を
取
扱
い
ま

す
の
で
予
め
所
庄
や
地
番
、
地

図
、
面
積
等
を
書
い
て
持
参
下

さ
い
。

契
約
書
の
一
件
毎
に
収
入
印
紙

代
十
円
と
用
紙
十
円
を
忘
れ
ず

持
参
願
い
ま
す
。

　
　
　
二

部
董
日

時

場
　
所

口
置
日

時
…
場
所
　
｝

寺
迫
一
七
月
十
九
日
甲
前
九
時

区
長
宅

八
置
請
堪
塑
公
民
館

福
　
瀬

公
民
館

“
　
　
「

蓬
月
什
五
』
公
民
館
　
　
　
　
　
幽

小
野
田
死
景
」

役
場

野
死
月
其
』
愚
民
鋼

鶴
・
内
記
廿
」
公
暴

深…

ｩ
己
七
」
彗
頭

追
野
内
三
月
一
三
』
公
器
一
　
一
　
i
　
l
ー
ヒ
　
一
1

坪
谷
…
脂
只
』
暴
寺

越

霧
月
三
＋
』
区
長
宅

平

凧
月
一
』
区
長
宅

　
五
、
買
収
年
月
日

　
六
、
売
渡
年
月
日

　
七
、
売
渡
相
手
方

　
八
、
元
所
有
者

　
九
、
備
考

四
、
農
地
交
換
分
合
に

　
つ
い
て

昨
年
実
施
予
定
で
あ
っ
た
竿

縁
、
下
渡
川
、
寺
迫
地
区
の
農
｝

地
交
換
分
合
は
事
務
の
都
合
に
　

よ
り
本
年
度
に
実
施
す
る
事
に
　

致
し
ま
し
た
。
去
る
七
月
五
日
一

に
県
で
打
合
会
が
開
催
さ
れ
た
｝

鍵
柳
諜
簿
記
溝
滞

れ
る
事
に
な
っ
た
の
で
そ
れ
迄

に
こ
の
事
業
を
完
了
し
て
貴
い
…

お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
私
は
、
最

後
ま
で
や
り
通
し
て
見
た
い
と

思
い
ま
す
。

凹
、
勉
強
の
こ
と
に
つ

　
い
て

三
、
開
墾
不
用
地
の
調

　
歎
願
に
つ
い
て

政
府
が
開
墾
地
適
地
で
あ
る
と

認
め
て
買
収
売
渡
し
た
山
林
原

野
の
内
実
際
は
農
地
に
不
適
地

で
あ
る
為
現
在
尚
開
墾
の
な
さ

れ
て
い
な
い
土
地
に
つ
い
て
は

元
地
主
よ
り
不
用
地
認
定
調
査

願
い
を
農
業
委
員
会
へ
提
出
し

て
政
府
買
戻
し
を
し
た
上
元
の

所
有
者
へ
売
渡
す
為
の
調
査
願

い
の
道
が
開
か
れ
て
い
ま
す
の

で
関
係
者
は
左
記
様
式
に
よ
っ

て
皐
目
に
提
出
さ
れ
る
様
お
す

、
め
致
し
ま
す
。

様
式
　
　
農
地
不
用
地
顧
書

　
　
　
　
申
請
者
住
所
氏
名
㊥

農
業
委
員
会
長
殿

　
一
、
字

　
二
、
地
番

　
三
、
地
目

、
喚
面
積

1
。
朝
の
涼
し
い
う
ち
に
、
二
時

　
間
位
し
ま
す
。
二
年
の
妹
は

　
一
時
間
位
さ
せ
ま
す
。

Z
練
習
帳
ば
か
り
で
な
く
、
国

　
語
、
算
数
、
理
科
、
社
会
科

　
な
ど
も
う
ん
と
や
り
ま
す
。

3
毎
日
時
間
割
を
た
て
て
、
勉

　
強
し
ま
す
。

4
。
私
は
理
科
が
す
き
な
の
で
次

　
の
こ
と
を
や
っ
て
、
見
た
い

　
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
虫
と

　
り
。
植
物
採
集
。
雲
の
研
究

翫
先
生
や
お
友
だ
ち
に
手
紙
を

　
出
し
て
見
た
い
。

二
、
水
泳
の
こ
と

t
私
は
水
泳
が
上
手
に
な
り
た

　
い
と
思
い
ま
す
。

Z
近
所
の
友
達
や
妹
た
ち
を
つ

　
れ
て
、
あ
ぶ
な
く
な
い
き
ま

　
つ
た
所
で
お
よ
ぎ
ま
す
。

3
先
生
か
ら
習
っ
た
、
体
操
を

…
　
　
　
　
東

………
　
一

………

五
　
年
　
女
　
子

　
し
て
お
よ
ぎ
ま
す
。

4
、
時
間
は
十
時
半
と
、
午
後
三

　
時
の
二
回
と
し
ま
す
。

三
、
お
手
つ
だ
い
の
こ

　
　
と

t
私
は
五
年
生
だ
か
ら
、
朝
晩

　
の
す
い
じ
の
け
い
こ
を
し
て

　
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

2。

�
ﾍ
二
年
で
す
か
ら
、
ぞ
う

　
き
ん
が
け
を
す
る
こ
と
に
き

　
め
ま
し
た
。

四
、
あ
そ
び
の
こ
と

し
夜
お
そ
く
ま
で
遊
ぶ
こ
と
は

　
い
た
し
ま
せ
ん
。
　
（
八
時
ま

　
で
）
Z
お
ど
り
見
に
と
な
り
村
ま
で

　
は
行
き
ま
せ
ん
。

3
。
一
人
で
斜
高
あ
た
り
に
出
る

　
こ
と
も
し
ま
せ
ん
。

4
先
生
か
ら
ゆ
る
し
の
出
な
い

　
映
画
は
見
ま
せ
ん
。

五
、
か
ら
だ
に
気
を
つ

　
け
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
ψ

L
夏
の
た
べ
も
の
は
腐
り
易
い

　
か
ら
、
よ
く
気
を
つ
け
て
た

　
べ
ま
す
。

Z
私
は
ね
冷
を
し
て
腹
を
こ
わ

　
し
ま
す
が
、
こ
ん
ど
は
ぜ
つ

　
た
い
に
し
な
い
つ
も
り
で
す

3
。
皮
ふ
が
真
黒
に
な
る
ま
で
ほ

　
し
て
見
た
い
と
思
っ
て
い
ま

　
す
。

悔

今
年
は
小
野
田
に
ニ
ヵ
所
羽
ら
こ
の
保
育
所
開
設
に
感
謝
し

坂
、
福
瀬
寺
迫
に
各
一
カ
所
計
て
い
ま
す
。

六
カ
所
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
　
保
育
所
の
開
設
に
あ
た
り
御
協

一
年
中
で
農
嫁
の
一
番
忙
し
田
、
力
い
た
だ
い
た
区
、
公
民
館
、

植
時
に
そ
の
手
足
ま
と
い
に
な
婦
協
、
保
母
の
方
々
に
対
し
厚

る
幼
児
を
安
心
し
て
保
育
所
に
く
御
礼
を
申
し
、
来
年
は
全
部

預
け
、
思
う
存
分
に
働
く
こ
と
落
に
開
設
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念

の
出
来
た
部
落
の
人
達
は
心
か
し
て
い
ま
す
。

6

景凹田育保

臆
己
一
一
一
3
一
＝
剛
一
3
累
＝
3
量
一
一
冒
曜
旨
一
昌
一
＝
＝
＝
一
一
冨
曙
一
3
＝
＝
3
＝
＝
3
＝
＝
3
＝
●
一
一
一
＝
一
一
一
一
一
■
冨
＝
一
一
＝
＝
昌
3
3
＝
＝
O
一
3
一
一
冨
一
一
＝
甲
一
＝
一
一
一
●
■
1

た
い
と
の
交
渉
が
あ
り
各
町
村
一
，

協
議
の
上
県
の
万
針
通
り
短
期
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

間
で
は
あ
る
が
こ
の
四
ヵ
月
間
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

で
完
了
す
る
事
に
一
決
致
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

関
係
部
落
の
方
は
こ
の
点
了
承

盆
行
事
の
申
合
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
村
公
　
民
　
館

　
　
　
　
　
　
　
東
郷
村
婦
人
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
東
郷
村
青
年
連
絡
協
議
会

、
盆
提
灯
は
近
親
者
の
み
と
し
そ
の
他

は
実
質
的
な
供
物
に
い
た
し
ま
し
よ
う
。

、
中
元
の
贈
答
は
や
め
ま
し
よ
う
。

　
慰
霊
祭
は
盛
大
に
行
い
冗
費
を
は
ぶ

き
遺
族
に
迷
惑
を
か
け
ぬ
よ
う
に
い
た

し
ま
し
よ
う
。

奪
§
≡
≡
§
一
一
一
≡
≡
・
■
≡
≡
■
一
≡
＝
§
≡
§
・
≡
一
≡
輌
一
…
噌
印
≡
≡
…
＝
≡
＝
一
…
冒
躍
●
・
躍
§
3
≡
≡
冨
≡
一
…
＝
8
≡
≡
闘

教
青
委
員
だ
よ
り

一
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
知
能
発
達

の
お
く
れ
て
い
る
原
因
は
む
ろ

ん
幼
児
の
こ
ろ
の
病
気
が
大
半

村
婦
協
、
村
青
協
の
指
導
者
宿
・
左
右
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

…
泊
講
習
会
並
に
大
会
を
左
記
に
　
が
、
ほ
と
ん
ど
絶
望
と
考
え
ら

よ
り
東
郷
小
学
校
で
開
催
す
る
れ
た
病
気
を
し
た
こ
と
が
長
女

一
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
つ
と
し
て
今
日
の
如
く
先
生
方
が

て
御
出
会
を
お
願
い
い
た
し
ま
毎
日
見
ら
れ
る
通
り
何
事
に
よ

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ず
、
あ
き
や
す
い
性
格
な
の

村
青
年
大
会
　
七
月
二
十
六
日
で
す
。
た
だ
有
が
た
い
と
思
わ

村
婦
人
大
会
　
八
月
二
十
五
日
れ
る
の
は
学
校
で
出
さ
れ
る
宿

　
村
婦
協
講
習
会
　
　
　
　
　
「
題
だ
け
は
一
応
教
科
書
を
引
き

　
　
　
　
　
八
月
七
日
、
八
日
「
出
し
ま
す
。
本
当
に
よ
い
習
慣

　
村
青
協
講
習
会
　
　
　
　
　
．
が
出
来
そ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す

　
八
月
九
日
、
十
日
、
十
一
日
の
で
、
是
非
宿
題
だ
け
は
続
け

母
親
の
作
品

醗
酵
「
親
と
子
と
先
生
の

文
集
」
か
ら

　
望
　
み

　
　
　
　
　
富
山
　
フ
ジ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
児
麻
痺
で
死
線
を
越
え
て
大

一
事
な
何
に
か
を
失
っ
て
来
た
私

「
の
手
供
だ
け
に
で
も
。

一
智
能
発
育
の
テ
ン
ポ
は
お
そ
く

一

一
と
も
、
気
長
に
見
守
っ
て
行
き

｝
た
い
と
い
う
母
の
切
実
な
望
み

　
衣
食
生
活
の
最
も
困
難
を
極
め
一
で
す
。

　
た
十
年
前
の
終
戦
直
後
に
生
ま
一

…
れ
た
私
の
長
女
は
、
母
で
あ
る
一
　
子
ら
の
8

…　
私
の
栄
養
不
良
が
原
因
と
思
わ
　
　
　
　
　
川
上
典
子

…　
れ
ま
し
た
が
、
乳
も
皆
無
と
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

…廟
Q
㈹
叢
叢
楽
観
剰
雛

　
活
で
し
た
。
出
産
が
昨
日
の
よ
な
る
よ
」
す
る
と
憲
坊
が
「
ぼ

…　
う
に
想
い
出
さ
れ
ま
す
が
、
す
く
は
気
象
の
観
測
が
す
き
だ
か

…　
ぎ
去
っ
て
見
れ
ば
早
い
も
の
で
ら
気
象
台
に
行
く
」
と
云
う
。

…　
す
。
長
女
が
四
年
生
に
進
級
す
一
そ
れ
か
ら
は
、
と
め
ど
も
な
く

…　
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
子
供
な
り
の
空
想
で
、
ま
た
見

…　
に
つ
れ
て
思
い
や
ら
れ
る
の
は
「
た
こ
と
も
な
い
こ
ん
な
話
を
目

蕪
難
壁
無
難
鵠
伽

に
、
や
つ
ば
り
将
来
の
希
塑
に

あ
こ
が
れ
が
あ
る
も
の
だ
な
あ

と
思
い
な
が
ら
…
…
：

弟
の
方
は
、
落
付
い
た
割
合
大

胆
な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
飛
行

士
も
い
、
だ
ろ
う
。
兄
の
方

は
、
あ
ん
な
性
格
だ
か
ら
、
気

象
台
も
良
か
ろ
う
な
ど
と
、
私

は
私
な
り
に
、
又
は
、
え
ま
し

い
気
持
で
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ

と
空
想
し
て
い
る
。
出
来
る
な

ら
こ
の
子
等
の
夢
を
そ
っ
と
、

守
り
育
て
て
行
き
た
い
と
思
い

な
が
ら
：
・
・
：

産増福二堆

一年中で一番堆肥ので

きる時期になりました。

大いに堆肥を増産して

地力を養いましよう。

一一

ﾟ
　
昌

　
己

後
言

編
集

＠

◇
空
に
立
つ
入
道
雲
と
い
い
、

　
目
に
し
み
る
濃
緑
の
山
容
と

　
い
い
、
青
田
を
渡
る
涼
風
と

　
い
い
、
目
に
ふ
れ
る
も
の
皆

　
真
夏
の
風
物
で
あ
る
。

　
朝
ま
だ
き
に
田
圃
に
出
で
行

　
く
乙
女
の
顔
に
も
、
一
日
の

　
業
を
終
え
て
家
路
を
い
そ
ぐ

　
お
の
こ
の
姿
に
も
湿
刺
た
る

　
気
が
満
ち
て
い
る
。

◇
夏
は
万
物
す
べ
て
成
長
の
季

　
で
あ
り
、
力
を
蓄
積
す
る
季

　
で
あ
る
。

　
畠
の
西
瓜
は
朝
毎
に
ふ
と

　
り
、
田
の
稲
は
日
毎
に
伸
び

　
る
。
吾
等
も
ま
た
炎
暑
を

　
克
服
し
て
大
い
に
太
ろ
う
、

　
大
い
に
力
を
養
お
う
。

◇
参
議
院
議
員
の
選
挙
も
無
事

　
に
終
っ
た
。
国
民
の
良
識
に

　
よ
っ
て
選
ば
れ
た
議
員
諸
公

　
が
真
面
目
に
国
政
に
参
与
し

　
て
い
た
だ
く
こ
と
を
心
か
ら

　
お
願
い
し
た
い
。

◇
七
月
号
を
お
く
る
、
午
睡
の

　
あ
い
ま
に
で
も
御
一
読
を
乞

　
，
つ
。　夏　砂川

青の

鰍
1君と

㌔

鴨
ゲノ

，

2

蛉L恥蝋栃ご幽麗・臨
，

～

’

、

蕪
「

隻．玉、
婦

‘

、
，嘱艦」鴇㌧“八

監
、
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